
(57)【要約】

【課題】液晶表示装置の駆動回路における不要な電力消

費を抑える。

【解決手段】信号線を駆動するアナログ信号をバッファ

リングするためのオペアンプ１１ａ，１１ｂ，・・・１

１ｙ，１１ｚ各々の電源端子に、スイッチ１２ａ，１２

ｂ，・・・１２ｙ，１２ｚを接続する。これにより、任

意のオペアンプだけを駆動することができるので、使用

されていないオペアンプ１１ｚに無駄な電力が供給され

ることがなくなり、低消費電力化を図ることができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　  互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の 信 号 線 と 、 前 記 走 査 線 と 前 記
信 号 線 と の 交 差 点 に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 前 記 走 査 線 お よ び 前 記 信 号 線 を 駆 動
す る 駆 動 回 路 と 、 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　  前 記 駆 動 回 路 は 、
　 　  同 じ 機 能 を 有 す る 複 数 の 部 品 と 、
　 　  当 該 部 品 に 供 給 さ れ る 電 力 を 個 別 に 制 御 す る 電 力 制 御 手 段 と 、
　  を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　  前 記 電 力 制 御 手 段 は 、 前 記 部 品 の そ れ ぞ れ の 電 力 供 給 線 に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　  前 記 部 品 は 前 記 走 査 線 を 駆 動 す る た め の オ ペ ア ン プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　  前 記 部 品 は 表 示 す べ き 画 像 デ ー タ の 画 素 情 報 を 記 憶 す る た め の 記 憶 素 子 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　  走 査 線 と 信 号 線 が 配 置 さ れ た メ イ ン 液 晶 パ ネ ル と サ ブ 液 晶 パ ネ ル を 備 え 、
　  前 記 メ イ ン 液 晶 パ ネ ル と 前 記 サ ブ 液 晶 パ ネ ル の 前 記 信 号 線 は 共 通 の 駆 動 回 路 に よ り 駆
動 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　  互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の 信 号 線 と 、 前 記 走 査 線 と 前 記
信 号 線 と の 交 差 点 に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 前 記 走 査 線 お よ び 前 記 信 号 線 を 駆 動
す る 駆 動 回 路 と 、 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
　  前 記 駆 動 回 路 に よ り 、
　  当 該 駆 動 回 路 が 備 え る 同 じ 機 能 を 有 す る 複 数 の 部 品 の う ち 、 使 用 さ れ て い な い 前 記 部
品 に つ い て は 、 電 力 供 給 を 停 止 す る ス テ ッ プ
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　  本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 を 低 消 費 電 力 化 す る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　  ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 残 像 が 少 な く 、 反 応 速 度 が 速 い と い う
特 徴 か ら 情 報 端 末 な ど で 広 く 使 わ れ て い る 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 の 液 晶 表 示 装 置 は
、 ２ 枚 の 基 板 に 液 晶 を 封 じ 込 ん だ 構 造 を し て お り 、 基 板 に 信 号 線 と 走 査 線 を 縦 横 に 張 り 巡
ら せ 、 信 号 線 と 走 査 線 と の 交 点 の 各 々 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど の ア ク テ ィ ブ 素 子 を 配 置 し
て １ つ の 画 素 を 構 成 し て い る 。 信 号 線 駆 動 回 路 に よ り 各 信 号 線 に 画 素 の 階 調 に 対 応 し た ア
ナ ロ グ 入 力 信 号 が 供 給 さ れ 、 走 査 線 駆 動 回 路 に よ り 走 査 線 が 選 択 さ れ て 、 交 点 に 配 置 さ れ
た ア ク テ ィ ブ 素 子 が オ ン に な る こ と に よ り 、 ア ナ ロ グ 入 力 信 号 が 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　  図 ７ は 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 信 号 線 駆 動 回 路 の 構 成 の 一 部 を 示 す 概 略 図 で あ
る 。 同 図 に 示 す 信 号 駆 動 回 路 は 、 画 素 の 階 調 を 表 す デ ジ タ ル 信 号 を Ｄ Ａ Ｃ （ Digital Anal
og Converter） ７ ４ で ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し 、 ア ナ ロ グ 信 号 の そ れ ぞ れ を オ ペ ア ン プ ７ １
ａ ， ７ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ７ １ ｙ ， ７ １ ｚ で バ ッ フ ァ リ ン グ し て 、 液 晶 パ ネ ル に 配 置 さ れ た 信
号 線 に 入 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　  一 方 、 携 帯 電 話 な ど の 携 帯 情 報 端 末 の 分 野 で は 、 軽 量 ・ 薄 型 ・ 低 消 費 電 力 の 液 晶 表 示
装 置 が 望 ま れ て い る 。 特 に 、 低 消 費 電 力 化 は 、 携 帯 情 報 端 末 に と っ て 重 要 な 研 究 課 題 の １
つ で あ る 。 な お 、 接 続 さ れ た デ ィ ス プ レ イ を 判 別 し て カ ラ ー パ レ ッ ト Ｒ Ａ Ｍ お よ び デ ジ タ
ル － ア ナ ロ グ 変 換 回 路 を デ ィ ス エ ー ブ ル す る こ と に よ り 低 消 費 電 力 化 を 図 る 技 術 と し て 特
許 文 献 １ に 記 載 の も の が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ５ ５ ７ ６ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　  し か し な が ら 、 図 ７ に 示 す 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 信 号 線 駆 動 回 路 で は 、 す べ て
の オ ペ ア ン プ ７ １ ａ ， ７ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ７ １ ｙ ， ７ １ ｚ を ス イ ッ チ ７ ２ に よ り 一 括 で 駆 動
し て い る こ と に よ り 、 液 晶 パ ネ ル の 信 号 線 に 接 続 さ れ て お ら ず 実 際 に 使 用 さ れ て い な い オ
ペ ア ン プ ７ １ ｚ に も 電 源 が 供 給 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　  ま た 、 Ｌ Ｃ Ｄ （ Liquid Crystal Display： 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ） に 表 示 す る 画 像 デ ー タ
を 保 持 す る た め に ド ラ イ バ ー Ｉ Ｃ に 内 蔵 さ れ た Ｓ Ｒ Ａ Ｍ （ Static Random Access Memory
） に つ い て も 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 各 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ８ １ ｚ
の 電 源 が ス イ ッ チ ８ ２ に よ り 一 括 で 操 作 さ れ て い る の で 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示
の た め に 必 要 な Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク が 、 搭 載 さ れ た Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク の 一 部 だ け の 場 合 で あ
っ て も 、 使 用 さ れ て い な い 未 使 用 領 域 ６ ２ の Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク に も 電 力 が 供 給 さ れ て い た
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　  本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 課 題 と す る と こ ろ は 、 不 要 な 電 力
消 費 を 削 減 し た 低 消 費 電 力 の 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　  第 １ の 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の 走 査 線
と 複 数 の 信 号 線 と 、 走 査 線 と 信 号 線 と の 交 差 点 に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 走 査 線
お よ び 信 号 線 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 と 、 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 駆 動 回 路 は 、 同 じ
機 能 を 有 す る 複 数 の 部 品 と 、 当 該 部 品 に 供 給 さ れ る 電 力 を 個 別 に 制 御 す る 電 力 制 御 手 段 と
、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　  本 発 明 に あ っ て は 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 に 備 わ っ た 同 じ 機 能 を 有 す る 複 数 の 部 品
に 供 給 さ れ る 電 力 を 個 別 に 制 御 す る 電 力 制 御 手 段 を 有 す る こ と に よ り 、 使 用 さ れ て い な い
部 品 に は 電 力 を 供 給 し な い よ う に す る こ と が で き る の で 、 不 要 な 電 力 消 費 を 削 減 す る こ と
を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　  上 記 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 電 力 制 御 手 段 は 、 部 品 の そ れ ぞ れ の 電 力 供 給 線 に 接 続 さ
れ た ス イ ッ チ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　  本 発 明 に あ っ て は 、 同 じ 機 能 を 有 す る 複 数 の 部 品 の そ れ ぞ れ の 電 力 供 給 線 に ス イ ッ チ
を 配 置 す る こ と に よ り 、 部 品 そ れ ぞ れ に つ い て 、 電 力 供 給 を 行 う か 否 か を 制 御 す る こ と が
で き る の で 、 使 用 さ れ て い な い 部 品 に は 電 力 を 供 給 し な い よ う に し て 、 不 要 な 電 力 消 費 を
削 減 す る こ と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　  上 記 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 部 品 は 走 査 線 を 駆 動 す る た め の オ ペ ア ン プ で あ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　  本 発 明 に あ っ て は 、 走 査 線 に 接 続 さ れ た オ ペ ア ン プ の う ち 、 実 際 に 使 用 さ れ な い 走 査
線 に 接 続 さ れ て い る オ ペ ア ン プ を 駆 動 し な い こ と に よ り 、 不 要 な 電 力 消 費 を 削 減 す る こ と
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を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　  上 記 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 部 品 は 表 示 す べ き 画 像 デ ー タ の 画 素 情 報 を 記 憶 す る た め
の 記 憶 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　  本 発 明 に あ っ て は 、 画 像 デ ー タ の 画 素 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 素 子 の う ち 、 実 際 に 使 用 さ
れ て い な い 記 憶 素 子 に は 電 力 を 供 給 し な い よ う に 制 御 す る こ と に よ り 、 不 要 な 電 力 消 費 を
削 減 す る こ と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　  上 記 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 走 査 線 と 信 号 線 が 配 置 さ れ た メ イ ン 液 晶 パ ネ ル と サ ブ 液
晶 パ ネ ル を 備 え 、 メ イ ン 液 晶 パ ネ ル と サ ブ 液 晶 パ ネ ル の 信 号 線 は 共 通 の 駆 動 回 路 に よ り 駆
動 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　  本 発 明 に あ っ て は 、 メ イ ン 液 晶 パ ネ ル と サ ブ 液 晶 パ ネ ル の ど ち ら か 片 方 の み 表 示 を 行
う 場 合 に 、 そ の 表 示 の た め に は 使 用 さ れ な い 部 品 の 電 力 供 給 を 制 御 す る こ と に よ り 、 不 要
な 電 力 消 費 を 削 減 す る こ と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　  第 ２ の 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 複
数 の 走 査 線 と 複 数 の 信 号 線 と 、 走 査 線 と 信 号 線 と の 交 差 点 に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子
と 、 走 査 線 お よ び 信 号 線 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 と 、 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 で あ っ
て 、 駆 動 回 路 に よ り 、 当 該 駆 動 回 路 が 備 え る 同 じ 機 能 を 有 す る 複 数 の 部 品 の う ち 、 使 用 さ
れ て い な い 部 品 に つ い て は 、 電 力 供 給 を 停 止 す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　  本 発 明 に よ れ ば 、 不 要 な 電 力 消 費 を 削 減 し た 低 消 費 電 力 の 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　  図 １ は 、 一 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 信 号 線 駆 動 回 路 の 構 成 の 一 部 を 示 す 概
略 図 で あ る 。 同 図 に 示 す 信 号 線 駆 動 回 路 は 、 画 素 の 階 調 を 表 す デ ジ タ ル 信 号 を Ｄ Ａ Ｃ １ ４
で ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し 、 ア ナ ロ グ 信 号 の そ れ ぞ れ を オ ペ ア ン プ １ １ ａ ， １ １ ｂ ， ・ ・ ・
， １ １ ｙ ， １ １ ｚ で バ ッ フ ァ リ ン グ し て 、 液 晶 パ ネ ル に 配 置 さ れ た 信 号 線 の そ れ ぞ れ に 入
力 す る も の で あ る 。 オ ペ ア ン プ １ １ ａ ， １ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， １ １ ｙ ， １ １ ｚ の 各 々 の 電 源 端
子 に は 、 電 源 １ ３ か ら の 電 力 供 給 を 制 御 す る ス イ ッ チ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， ・ ・ ・ ， １ ２ ｙ ，
１ ２ ｚ が 接 続 さ れ て お り 、 各 ス イ ッ チ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， ・ ・ ・ ， １ ２ ｙ ， １ ２ ｚ は 、 ス イ
ッ チ 制 御 部 １ ２ に よ り 制 御 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 オ ペ ア ン プ １ １ ａ ， １ １ ｂ ， ・ ・ ・
， １ １ ｙ ， １ １ ｚ の 各 々 の 電 源 端 子 に ス イ ッ チ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， ・ ・ ・ ， １ ２ ｙ ， １ ２ ｚ
を 接 続 す る こ と に よ り 、 任 意 の オ ペ ア ン プ だ け を 駆 動 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　  具 体 的 に は 、 図 １ に 示 す オ ペ ア ン プ １ １ ｚ の 出 力 端 子 は 液 晶 パ ネ ル の 信 号 線 に 接 続 さ
れ て お ら ず 、 使 用 さ れ て い な い の で 、 ス イ ッ チ 制 御 部 １ ２ に よ り 、 オ ペ ア ン プ １ １ ｚ に 接
続 さ れ て い る ス イ ッ チ １ ２ ｚ は オ フ と さ れ る 。 こ れ に よ り 、 オ ペ ア ン プ １ １ ｚ に 無 駄 な 電
力 が 供 給 さ れ る こ と が な く な る の で 、 低 消 費 電 力 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　  図 ２ は 、 一 実 施 の 形 態 に お け る 別 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 同 図 に
示 す 液 晶 表 示 装 置 は 、 メ イ ン 液 晶 パ ネ ル ２ １ と サ ブ 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の ２ つ の 液 晶 パ ネ ル を
有 し て お り 、 そ れ ぞ れ の 液 晶 パ ネ ル の 信 号 線 ２ ３ ， ２ ４ は 、 共 通 の ソ ー ス ド ラ イ バ ー （ 信
号 線 駆 動 回 路 ） ２ ０ に よ り 駆 動 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　  ソ ー ス ド ラ イ バ ー ２ ０ は 、 複 数 の オ ペ ア ン プ ２ ５ と 、 オ ペ ア ン プ ２ ５ 各 々 の 電 源 端 子
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に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） を 有 し て い る 。 符 号 ２ ５ ａ ， ２ ５ ｄ で 示 す 部 分 に 配 置
さ れ た オ ペ ア ン プ の 出 力 端 子 は 、 信 号 線 ２ ３ に 接 続 さ れ て い な い こ と か ら 、 こ れ ら の オ ペ
ア ン プ を 駆 動 す る 必 要 は な い の で 、 接 続 さ れ た ス イ ッ チ は オ フ と さ れ て 、 電 力 が 供 給 さ れ
な い 。 符 号 ２ ５ ｂ で 示 す 部 分 に 配 置 さ れ た オ ペ ア ン プ の 出 力 端 子 は 、 メ イ ン 液 晶 パ ネ ル ２
１ の 信 号 線 ２ ３ に 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 サ ブ 液 晶 パ ネ ル ２ ２ の 信 号 線 ２ ４ に も つ な が っ て い
る 。 符 号 ２ ５ ｃ で 示 す 部 分 に 配 置 さ れ た オ ペ ア ン プ の 出 力 端 子 は 、 メ イ ン 液 晶 パ ネ ル ２ １
の 信 号 線 ２ ３ に 接 続 さ れ て い る が 、 サ ブ 液 晶 パ ネ ル ２ ２ に は 接 続 さ れ て い な い 。 し た が っ
て 、 メ イ ン 液 晶 パ ネ ル ２ １ を 駆 動 す る 場 合 に は 、 符 号 ２ ５ ｂ ， ２ ５ ｃ で 示 す 部 分 に 配 置 さ
れ た オ ペ ア ン プ に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ は オ ン と な り 電 力 を 供 給 す る 。 一 方 、 サ ブ 液 晶 パ ネ
ル ２ ２ の み を 駆 動 す る 場 合 に は 、 符 号 ２ ５ ｃ で 示 す 部 分 に 配 置 さ れ た オ ペ ア ン プ は 使 用 さ
れ な い の で 、 こ れ ら の オ ペ ア ン プ に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ は オ フ と な り 、 電 力 は 供 給 さ れ な
い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　  こ の よ う に 、 使 用 さ れ て い な い オ ペ ア ン プ ２ ５ の 電 源 端 子 に 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ
を 制 御 す る こ と に よ り 、 オ ペ ア ン プ ２ ５ に 無 駄 な 電 力 が 供 給 さ れ る こ と が な く な る の で 、
低 消 費 電 力 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　  図 ３ は 、 一 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 に 内 蔵 さ れ る Ｓ Ｒ Ａ Ｍ 回 路 の
構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 同 図 に 示 す Ｓ Ｒ Ａ Ｍ 回 路 は 、 複 数 の Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク ３ １ ａ ，
３ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ １ ｚ と 、 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク ３ １ ａ ， ３ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ １ ｚ の 各 々 の
電 源 線 に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ ２ ｚ と 、 ス イ ッ チ ３ ２ ａ ， ３ ２
ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ ２ ｚ を 制 御 す る ス イ ッ チ 制 御 部 ３ ２ と 、 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク ３ １ ａ ， ３ １ ｂ
， ・ ・ ・ ， ３ １ ｚ の 各 々 に 電 力 を 供 給 す る た め の 電 源 ３ ３ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　  図 ４ は 、 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク の 内 部 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 Ｓ Ｒ
Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク は 、 画 素 情 報 を 記 憶 す る 最 小 単 位 の Ｓ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ４ １ を 複 数 個 組 み 合 わ せ て
構 成 さ れ 、 ア ド レ ス 線 ４ ２ に よ り Ｓ Ｒ Ａ Ｍ セ ル ４ １ を 指 定 し 、 デ ー タ 線 ４ ３ に よ り Ｓ Ｒ Ａ
Ｍ セ ル ４ １ に 記 憶 さ れ た 情 報 を 取 り 出 す 。 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク は 、 例 え ば 、 液 晶 パ ネ ル の 所
定 の 矩 形 領 域 に 対 応 す る 画 素 情 報 を 記 憶 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　  図 ５ （ ａ ） は Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 画 面 を 示 し 、 （ ｂ ） は そ の と き の Ｓ Ｒ Ａ Ｍ の 使 用 状 況 を 示 す
図 で あ る 。 同 図 の よ う に 、 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 画 面 の 一 部 を 非 表 示 領 域 ５ ２ と し て 何 も 表 示 し な い
場 合 に は 、 そ の 非 表 示 領 域 ５ ２ に 対 応 す る 未 使 用 領 域 ５ ４ の Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク ３ １ ｚ は 使
用 さ れ な い の で 、 そ の 未 使 用 領 域 ５ ４ の Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク ３ １ ｚ の 電 源 線 に 接 続 さ れ て い
る ス イ ッ チ ３ ２ ｚ を オ フ に す る こ と に よ り 、 未 使 用 領 域 ５ ４ の Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク ３ １ ｚ に
は 、 電 力 が 供 給 さ れ な く な る の で 、 低 消 費 電 力 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　  図 ６ （ ａ ） は Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 画 面 を 示 し 、 （ ｂ ） は Ｓ Ｒ Ａ Ｍ の 使 用 状 況 を 示 す 図 で あ る 。
同 図 に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｃ Ｄ に 表 示 す る た め に 必 要 な 容 量 よ り も 大 き な 容 量 を 持 つ Ｓ Ｒ Ａ Ｍ
を 搭 載 し て い た 場 合 、 表 示 に 使 用 さ れ て い な い 未 使 用 領 域 ６ ２ に 対 応 す る Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ
ク ３ １ ｚ の 電 源 線 に 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ ３ ２ ｚ を オ フ に す る こ と に よ り 、 未 使 用 領 域
６ ２ の Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク ３ １ ｚ に は 、 電 力 が 供 給 さ れ な く な る の で 、 低 消 費 電 力 化 を 図 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　  ま た 、 メ イ ン 液 晶 パ ネ ル と サ ブ 液 晶 パ ネ ル の ２ つ の 液 晶 パ ネ ル を 備 え た 液 晶 表 示 装 置
の 場 合 、 ど ち ら か の 液 晶 パ ネ ル が 非 表 示 の と き は 、 非 表 示 の 液 晶 パ ネ ル に 対 応 す る Ｓ Ｒ Ａ
Ｍ ブ ロ ッ ク は 未 使 用 と な る の で 、 そ の Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク に 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ を オ フ
に す る こ と に よ り 、 低 消 費 電 力 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　  し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 信 号 線 を 駆 動 す る ア ナ ロ グ 信 号 を バ ッ フ ァ リ ン
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グ す る た め の オ ペ ア ン プ １ １ ａ ， １ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， １ １ ｙ ， １ １ ｚ 各 々 の 電 源 端 子 に 、 ス
イ ッ チ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， ・ ・ ・ ， １ ２ ｙ ， １ ２ ｚ を 接 続 す る こ と に よ り 、 任 意 の オ ペ ア ン
プ だ け を 駆 動 す る こ と が で き る の で 、 使 用 さ れ て い な い オ ペ ア ン プ １ １ ｚ に 無 駄 な 電 力 が
供 給 さ れ る こ と が な く な り 、 低 消 費 電 力 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　  本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 液 晶 パ ネ ル に 表 示 す る 画 像 の デ ー タ を 記 憶 す る た め の Ｓ Ｒ Ａ
Ｍ ブ ロ ッ ク ３ １ ａ ， ３ １ ｂ ， ・ ・ ・ ， ３ １ ｚ の 各 々 の 電 源 線 に ス イ ッ チ ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ ，
・ ・ ・ ， ３ ２ ｚ を 接 続 す る こ と に よ り 、 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク の 駆 動 を 個 別 に 制 御 す る こ と が
で き る の で 、 未 使 用 の Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク ３ １ ｚ に 無 駄 な 電 力 が 供 給 さ れ る こ と が な く な り
、 低 消 費 電 力 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 一 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 信 号 線 駆 動 回 路 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 一 実 施 の 形 態 に お け る 別 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 一 実 施 の 形 態 に お け る さ ら に 別 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 に 内 蔵 さ れ る Ｓ Ｒ Ａ Ｍ
回 路 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク の 内 部 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 画 面 と Ｓ Ｒ Ａ Ｍ の 使 用 状 況 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 画 面
を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は そ の と き Ｓ Ｒ Ａ Ｍ の 使 用 状 況 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 別 の Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 画 面 と Ｓ Ｒ Ａ Ｍ 使 用 状 況 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 画
面 を 示 す 図 で あ り 、 （ ｂ ） は Ｓ Ｒ Ａ Ｍ の 使 用 状 況 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 信 号 線 駆 動 回 路 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 に 内 蔵 さ れ る Ｓ Ｒ Ａ Ｍ 回 路 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　  １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｙ ， １ １ ｚ … オ ペ ア ン プ
　  １ ２ … ス イ ッ チ 制 御 部
　  １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｙ ， １ ２ ｚ … ス イ ッ チ
　  １ ３ … 電 源
　  １ ４ … Ｄ Ａ Ｃ
　  ２ ０ … ソ ー ス ド ラ イ バ ー
　  ２ １ … メ イ ン 液 晶 パ ネ ル
　  ２ ２ … サ ブ 液 晶 パ ネ ル
　  ２ ３ ， ２ ４ … 信 号 線
　  ２ ５ … オ ペ ア ン プ
　  ３ １ ａ ， ３ １ ｂ ， ３ １ ｚ … Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク
　  ３ ２ … ス イ ッ チ 制 御 部
　  ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ ， ３ ２ ｚ … ス イ ッ チ
　  ３ ３ … 電 源
　  ４ １ … Ｓ Ｒ Ａ Ｍ セ ル
　  ４ ２ … ア ド レ ス 線
　  ４ ３ … デ ー タ 線
　  ５ １ ， ６ ０ … 表 示 領 域
　  ５ ２ … 非 表 示 領 域
　  ５ ３ ， ６ １ … 使 用 領 域
　  ５ ４ ， ６ ２ … 未 使 用 領 域
　  ７ １ ａ ， ７ １ ｂ ， ７ １ ｙ ， ７ １ ｚ … オ ペ ア ン プ
　  ７ ２ … ス イ ッ チ
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　  ７ ３ … 電 源
　  ７ ４ … Ｄ Ａ Ｃ
　  ８ １ ａ ， ８ １ ｂ ， ８ １ ｚ … Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ブ ロ ッ ク
　  ８ ２ … ス イ ッ チ
　  ８ ３ … 電 源

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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摘要(译)

本发明的目的是抑制液晶显示装置的驱动电路中的不必要的功耗。 解决
方案：开关12a，12b，...... 12y，12z连接到运算放大器11a，11b，... 
11y，11z的电源端子，用于缓冲用于驱动信号线的模拟信号。结果，由
于只能驱动任意运算放大器，所以不向未使用的运算放大器11z提供不必
要的功率，并且可以降低功耗。 点域1
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